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天
草
市
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
１
月

３
日(

水
）
、
「
倉
岳
地
区
二
十
歳
の
つ

ど
い
」
が
棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン
集
会
室

で
開
催
さ
れ
、
新
た
な
節
目
を
迎
え
た

新
成
人
２
１
名(

う
ち
２
名
欠
席
）
が

社
会
へ
大
き
く
羽
ば
た
い
た
。

２
０
２
２
年
に
民
法
改
正
で
成
人

年
齢
が
１
８
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
昨
年
か
ら
「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
と
名
称
を
改
め
実
施
さ
れ
て

き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
法
上
の
位

置
づ
け
が
「
５
類
」
に
移
行
さ
れ
て
か

ら
初
め
て
で
、
大
勢
の
保
護
者
や
家
族

ら
が
参
列
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
馬

場
市
長
が
「
天
草
に
は
沢
山
の
宝
や
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
の
島
を
残
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
力
が
必

要
で
す
」
な
ど
と
式
辞
。
城
塚
人
至
さ

ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
今
ま
で
支

え
て
頂
い
た
両
親
や
恩
師
、
地
域
の
人

達
へ
感
謝
を
述
べ
社
会
人
と
し
て
の

決
意
を
語
っ
た
。
ま
た
、
来
賓
や
恩
師

か
ら
も
温
か
い
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

式
典
終
了
後
は
、
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
、
我
が
子
の
晴
れ
姿
を
映
そ
う
と

競
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
お
ら

れ
た
。
４
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
茶
話
会

で
は
、
恩
師
も
驚
く
ほ
ど
成
長
し
た
姿

で
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
、
将

来
の
夢
な
ど
語
り
あ
っ
た
。

【茶話会のようす】【お友達とハイポーズ】

【主催者代表式辞＝馬場市長】【新成人代表者あいさつ＝定塚さん】

晴
れ
や
か
に
新
成
人
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今月の石垣散策トイレ掃除当番

健康福祉部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

２月 ７日（水 ）行政相談

２月 ８日（木 ）行政区長会

２月２３日（金）天皇誕生日

２月２７日（火）市・県民税申告日

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
９
２
号

曙
地
区
で
は
、
１
月
６
日(

土
）
「
鬼
火
焼

き
」
が
行
わ
れ
た
。

午
前
中
は
、
時
々
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
生

憎
の
天
気
で
心
配
し
た
が
、
昼
前
に
は

す
っ
か
り
回
復
し
、
予
定
通
り
午
後
１
時

に
点
火
。
竹
の
弾
け
る
音
や
高
く
立
ち
上

る
煙
を
見
て
門
松
や
し
め
縄
な
ど
の
正
月

飾
り
や
鏡
モ
チ
な
ど
を
抱
え
た
住
民
が
ア

チ
コ
チ
か
ら
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
た
。

邪
気
や
悪
霊
を
祓
う
煙
や
竹
の
音
は
、

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
辰
」
の
昇
り
龍
の
勢

い
を
連
想
し
た
。
一
方
、
鬼
火
で
焼
い
た
餅

を
食
べ
る
と
１
年
間
、
無
病
息
災
で
い
ら

れ
る
と
い
う
風
習
も
あ
り
、
皆
さ
ん
持
参

し
た
餅
を
丁
寧
に
焼
い
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
後
は
、
皆
で
持
ち
寄
っ
た
沢
山
の

差
し
入
れ
を
肴
に
お
神
酒
を
頂
き
な
が
ら

参
加
者
ら
の
懇
親
と
融
和
を
深
め
た
。

棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と

倉
岳
支
所
の
建
設
予
定
地
を
造
成

す
る
た
め
の
設
計
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

現
状
は
、
段
々
に
田
や
地
区
振
興

会
広
場
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
平
坦
に
し
、

国
道
や
市
道
古
野
線
と
の
接
続
を

し
や
す
い
よ
う
土
地
を
造
成
す
る

た
め
の
設
計
で
す
。
設
計
に
あ
た
り
、

測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
業
者

の
方
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
予
定
地

の
造
成
設
計
中

【棚底城跡から見える建設予定地】

１月２０日（土）棚底案内人の会は、（株）カッセジャ

パンがツアー企画実施した商品「石垣の町倉岳棚

底」ゆっくりまち歩きと「めいどサロン」野草料理のラン

チに応募された熊本市内の会社員５人を案内した。

「案内人の会」田中隆光会長が、めいどサロンにま

つわる四方山話をユーモアと天草弁を交えて解説、

参加者の心を掴んだところで石垣とこぐり巡りに出発。

外は、雨も上がり絶好の散策日和。石垣の構造、役

割やこぐりの用途、施工方法など田中会長の説明に

関心しながら集落を一巡した。めいどサロン到着後

は、野草満載のランチを満喫して旅を終えた。

「
石
垣
、
こ
ぐ
り
」
と
「
野

草
料
理
」
に
大
満
足
！

「鬼火焼き」のようす


